
　

乳
が
ん
月
間
に
当
た
る
昨
年
10
月
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ

ま
な
普
及
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
東
京
都
で
は
、
10
月
28
日
に
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

㏌
東
京
・
町
田
市
２
０
１
８
」
が
、
11
月
18
日
に
「
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
in
東
京
・
板
橋
区
２
０
１
８
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
専
門
医
に
よ
る
講
演
や
専

門
医
と
乳
が
ん
経
験
者
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
た
。
本
会
は
、
来
場
者
向
け
の
啓
発
コ
ー
ナ
ー
で
「
肺
年

齢
測
定
体
験
」
を
担
当
し
た
。

　

日
本
人
女
性
の
11
人
に
1
人
が
か
か
る
と
さ
れ
る
乳
が
ん

だ
が
、
早
期
に
発
見
し
治
療
す
れ
ば
90
％
は
治
る
病
気
で
も

あ
る
。
こ
の
た
め
国
で
は
、
40
歳
以
上
の
女
性
に
２
年
に
１

回
の
乳
が
ん
検
診
受
診
を
推
奨
し
て
い
る
。

○
第
42
回
日
本
鉄
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
会
が
昨
年
９
月
１

～
２
日
、
石
川
県
北
郡
で
開
催
さ
れ
、
本
会
は
フ
ァ
ン
ケ
ル

と
と
も
に
「
唾
液
フ
ェ
リ
チ
ン
検
査
の
有
用
性
評
価
試
験
」

の
結
果
を
報
告
し
た
。
本
会
か
ら
は
学
校
保
健
部
課
長
の
高

橋
政
道
が
参
加
し
た
。〈
関
連
記
事
P.14
〉

○
第
78
回
日
本
消
化
器
が
ん
検
診
学
会
関
東
甲
信
越
支
部
地

方
会
が
９
月
２
日
、「
消
化
器
が
ん
検
診
の
裾
野
を
広
げ
る
」

を
テ
ー
マ
に
栃
木
県
宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ
、
放
射
線
部
の

職
員
２
人
が
参
加
し
た
。

○
第
26
回
日
本
が
ん
検
診
診
断
学
会
が
９
月
７
～
８
日
、「
今
、

社
会
が
求
め
る
が
ん
検
診
の
か
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
東
京
都

テ
ー
マ
に
大
阪
府
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
、
が
ん
検
診
・
診
断

部
長
の
坂
佳
奈
子
の
他
、
職
員
４
人
が
参
加
し
た
。

　

本
学
術
総
会
で
は
、
高
濃
度
乳
房
の
問
題
、
職
域
の
が
ん

検
診
、
過
剰
診
断
、
超
音
波
検
査
と
の
総
合
判
定
な
ど
、
乳

が
ん
検
診
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

口
演
、ポ
ス
タ
ー
で
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
討
論
が
行
わ
れ
、

ど
の
会
場
も
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

本
会
の
放
射
線
部
で
は
２
題
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
っ
た
。

一
つ
は
、「
任
意
型
検
診
に
お
け
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ト
モ

シ
ン
セ
シ
ス
を
用
い
た
乳
が
ん
検
診
成
績
」
と
題
し
、
筆
者

が
発
表
し
た
。

　

本
会
で
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ト
モ
シ
ン
セ
シ
ス
（
以
下
、

３
Ｄ
）
装
置
を
２
０
１
７
年
５
月
に
導
入
し
、
任
意
型
検
診

の
一
部
で
通
常
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
以
下
、
２
Ｄ
）
に
３

Ｄ
を
加
え
て
撮
影
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
１
７
年
度
の
任
意

型
検
診
を
対
象
に
、
２
Ｄ
の
み
の
群
と
２
Ｄ
に
３
Ｄ
を
併
用

し
た
群
で
、
乳
が
ん
検
診
成
績
と
発
見
乳
が
ん
の
特
徴
を
比

較
検
討
し
た
。

　

検
診
成
績
は
、
３
Ｄ
を
併
用
し
た
群
で
は
、
要
精
検
率
が

低
下
、
乳
が
ん
発
見
率
、
陽
性
反
応
適
中
度
の
向
上
が
み
ら

れ
た
。
ま
た
、
発
見
乳
が
ん
の
特
徴
で
は
、
３
Ｄ
を
併
用
し

た
群
で
、腫
瘤
や
構
築
の
乱
れ
で
発
見
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、

浸
潤
が
ん
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、今
回
の
研
究
で
は
、

「
任
意
型
検
診
に
お
い
て
３
Ｄ
を
併
用
し
た
乳
が
ん
検
診
は

い
、
そ
の
課
題
に
対
し
て
各
支
部
か
ら
回
答
を
集
め
、
本
会

議
の
資
料
と
し
て
い
る
。

　

１
日
目
は
、
事
務
局
長
、
事
業
推
進
、
健
診
検
査
の
３
分

科
会
に
分
か
れ
、
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　

事
務
局
長
分
科
会
で
は
、
働
き
方
改
革
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業

継
続
計
画
）
の
取
り
組
み
な
ど
組
織
全
体
に
係
る
課
題
が
、

事
業
推
進
分
科
会
で
は
、
効
果
的
な
受
診
勧
奨
や
情
報
提
供

な
ど
渉
外
業
務
に
係
る
課
題
が
、
ま
た
健
診
検
査
分
科
会
で

は
、
翼
状
針
の
使
用
状
況
や
検
査
の
方
法
な
ど
健
診
検
査
現

場
に
お
け
る
課
題
が
中
心
に
話
し
合
わ
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
日
本
医
師
会
運
動
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
学
委

員
で
も
あ
る
本
会
の
小
堀
悦
孝
健
康
増
進
部
指
導
医
の
「
国

民
が
運
動
し
た
く
な
る
環
境
の
整
備
と
具
体
的
方
策
」
と
題

し
た
教
育
講
演
が
行
わ
れ
た
他
、
予
防
医
学
事
業
中
央
会
よ

り
健
診
検
査
事
業
の
最
近
の
話
題
が
報
告
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
来
年
度
は
、
ち
ば
県
民
保
健
予
防
財
団
（
千
葉

県
支
部
）
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
有
意
義
な
会

議
に
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

各
支
部
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
を
共
有
し
協
議
す
る
こ
と

で
、
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
も
ら
う
と
い
う
本
会
議
の

意
義
が
再
認
識
で
き
た
２
日
間
で
あ
っ
た
。

総
務
部
長
　
前
田
秀
喜

　

第
28
回
日
本
乳
癌
検
診
学
会
学
術
総
会
（
会
長　

古
川
順

康
・
ふ
る
か
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
が
昨
年
11
月
23
～
24
日
、

「
み
な
お
そ
う　

す
す
め
よ
う　

乳
が
ん
検
診
」
を
メ
イ
ン

　

平
成
30
年
度
予
防
医
学
事
業
推
進
関
東
甲
信
越
地
区
会
議

（
主
催　

本
会
）
が
昨
年
11
月
21
～
22
日
、
東
京
都
千
代
田

区
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
予
防
医
学
事
業
中
央
会
傘
下
の
関
東
甲
信

越
地
区
10
支
部
か
ら
関
係
者
が
集
ま
り
、
事
業
を
推
進
す
る

上
で
の
課
題
な
ど
を
照
会
・
協
議
し
、
各
支
部
が
抱
え
て
い

る
問
題
の
解
決
を
目
指
す
場
と
し
て
、
毎
年
、
関
東
甲
信
越

地
区
支
部
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
年
度
は
本

会
が
担
当
し
、
70
人
が
参
加
し
た
。

　

開
催
に
当
た
り
、
会
議
の
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
活
用
す

る
た
め
、
事
前
に
各
支
部
か
ら
課
題
事
項
を
提
出
し
て
も
ら

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
、
楽
し
く
大
腸
が

ん
に
つ
い
て
学
ん
で
い
く
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
「
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ

ｏ
健
康
ウ
オ
ー
ク
」（
主
催　

東
京
都
、
ブ
レ
イ
ブ
サ
ー
ク

ル
運
営
委
員
会
）
が
昨
年
11
月
11
日
に
東
京
都
中
野
区
周
辺

で
開
催
さ
れ
、
快
晴
の
中
、
約
１
７
０
０
人
の
市
民
が
参
加

し
た
。

　

本
会
は
、
会
場
で
行
わ
れ
た
40
歳
以
上
の
希
望
者
を
対
象

と
し
た
「
無
料
大
腸
が
ん
検
診
」
や
、啓
発
コ
ー
ナ
ー
の
「
肺

機
能
検
査
」
体
験
に
協
力
。「
無
料
大
腸
が
ん
検
診
」
で
は
、

約
８
０
０
人
分
の
便
潜
血
検
査
の
検
体
を
受
け
付
け
た
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
の
リ
ス
ク
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
肺
機
能
検
査
」
で
は
、
本
会
の
臨
床
検
査

技
師
が
検
査
を
担
当
し
、
ゲ
ス
ト
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ

ー
小
塚
崇
彦
さ
ん
を
は
じ
め
約
１
５
０
人
に
検
査
を
体
験
し

て
い
た
だ
い
た
。

有
用
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
」
と
報
告
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ト
モ
シ
ン
セ
シ
ス
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
と
題
し
、
佐
々
木
み
ゆ
き
が
発

表
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
「
３
Ｄ
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
へ

の
興
味
関
心
が
高
い
］
と
報
告
し
た
。

放
射
線
部
三
科
長
　
富
樫
聖
子

本
会
の

動
活

第
28
回
日
本
乳
癌
検
診
学
会
学
術
総
会
で

本
会
の
取
り
組
み
を
ポ
ス
タ
ー
発
表

Ｔｏ
ｋｙ
ｏ
健
康
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
８
に
協
力

平
成
30
年
度
予
防
医
学
事
業
推
進

関
東
甲
信
越
地
区
会
議
を
開
催

東
京
都
の
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
活
動
に
協
力

そ
の
他
の
活
動

か
ら

千
代
田
区
で
開
催
さ
れ
、
理
事
長
の
小
野
良
樹
、
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー
長
の
金
子
昌
弘
、
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
木
口

一
成
、
細
胞
病
理
診
断
部
長
の
久
布
白
兼
行
、
が
ん
検
診
・

診
断
部
長
の
坂
佳
奈
子
が
参
加
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
坂
佳
奈
子
が
「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
に
お

け
る
高
濃
度
乳
房
問
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

○
第
27
回
日
本
婦
人
科
が
ん
検
診
学
会
総
会
・
学
術
講
演
会

が
９
月
８
～
９
日
、「
婦
人
科
検
診
受
検
率
の
向
上
の
た
め

に
―
―
新
し
い
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
東
京
都
板
橋
区
で
開
催
さ
れ
、
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の

木
口
一
成
、
細
胞
病
理
診
断
部
長
の
久
布
白
兼
行
、
地
域
保

健
部
長
の
黒
澤
幸
男
と
職
員
１
人
が
参
加
し
た
。
ラ
ン
チ
ョ

ン
セ
ミ
ナ
ー
「
子
宮
頸
が
ん
の
進
行
と
適
切
な
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

の
選
択
を
考
え
る
」
で
は
久
布
白
兼
行
が
座
長
を
務
め
た
。

○
第
44
回
重
点
卒
後
教
育
セ
ミ
ナ
ー
が
９
月
９
日
、「
次
世

代
に
向
け
た
下
部
消
化
管
内
視
鏡
診
療
」
を
テ
ー
マ
に
東
京

都
中
央
区
で
開
催
さ
れ
、
消
化
器
診
断
部
長
の
川
崎
成
郎
が

参
加
し
た
。

○
第
60
回
日
本
婦
人
科
腫
瘍
学
会
学
術
講
演
会
と
第
17
回
国

際
婦
人
科
癌
学
会
（
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｓ　

２
０
１
８
）
が
９
月
14
～

16
日
、
京
都
府
京
都
市
で
「
婦
人
科
が
ん
脆
弱
性
を
標
的
と

し
た
治
療
戦
略
の
確
立
―
―
基
礎
・
Ｔ
Ｒ
・
臨
床
の
統
合
」

を
テ
ー
マ
に
同
時
開
催
さ
れ
た
。
本
会
か
ら
は
検
査
研
究
セ

ン
タ
ー
長
の
木
口
一
成
と
細
胞
病
理
診
断
部
長
の
久
布
白
兼

行
が
参
加
し
た
。

○
上
級
救
命
講
習
（
主
催　

東
京
消
防
庁
）
が
９
月
18
日
、

東
京
都
千
代
田
区
の
麹
町
消
防
署
で
開
催
さ
れ
、
健
康
増
進

部
の
健
康
運
動
指
導
士
が
参
加
し
た
。

○
第
７
回
日
本
タ
バ
コ
フ
リ
ー
学
会
学
術
大
会
が
９
月
23
日
、

「
加
熱
式
タ
バ
コ
と
ハ
ー
ム
・
リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
理
論
の
危
険
性
」

を
テ
ー
マ
に
兵
庫
県
西
宮
市
で
開
催
さ
れ
、
健
康
支
援
セ
ン

タ
ー
長
の
金
子
昌
弘
が
参
加
。
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
座

2223 2019 WINTER 2019 WINTER



長
を
務
め
た
他
、
一
般
演
題
で
「
当
協
会
に
お
け
る
職
員
の

喫
煙
状
況
に
つ
い
て
―
―
全
職
員
の
禁
煙
化
を
め
ざ
し
て
」

と
題
し
て
発
表
し
た
。

○
第
41
回
日
本
乳
腺
甲
状
腺
超
音
波
医
学
会
学
術
集
会
が
10

月
７
～
８
日
、「
カ
タ
チ
を
読
む
」
を
テ
ー
マ
に
大
阪
府
大

阪
市
で
開
催
さ
れ
、
が
ん
検
診
・
診
断
部
長
の
坂
佳
奈
子
が

参
加
。
教
育
セ
ミ
ナ
ー
で
「
検
診
で
の
要
精
査
基
準
―
―
主

に
精
査
不
要
に
す
べ
き
所
見
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

○
第
63
回
予
防
医
学
事
業
推
進
全
国
大
会
が
10
月
26
日
、「
子

ど
も
た
ち
の
元
気
と
地
域
の
元
気
が
日
本
の
未
来
を
切
り
開

く
」
を
テ
ー
マ
に
新
潟
県
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
、
理
事
長
の

小
野
良
樹
、
専
務
理
事
の
小
川
昇
、
健
康
増
進
部
長
の
菅
原

哲
也
の
他
、
予
防
医
学
事
業
中
央
会
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
職

員
２
人
が
参
加
し
た
。

○
平
成
30
年
度
全
国
学
校
保
健
安
全
研
究
大
会
及
び
第
49
回

全
国
学
校
保
健
・
学
校
医
大
会
が
10
月
25
～
27
日
、
鹿
児
島

県
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
、
理
事
の
阿
部
勝
已
と
学
校
保
健

部
課
長
の
高
橋
政
道
が
参
加
し
た
。

○
日
本
超
音
波
医
学
会
第
30
回
関
東
甲
信
越
地
方
学
術
集
会

が
10
月
27
～
28
日
、
東
京
都
千
代
田
区
で
開
催
さ
れ
、
検
診

検
査
部
の
大
場
由
里
加
が
「
検
診
腹
部
超
音
波
に
て
発
見
し

た
浸
潤
性
膵
管
癌
（stage

1A

）
の
１
切
除
例
」、
小
澤
利

奈
が
「
検
診
腹
部
超
音
波
検
査
に
て
発
見
し
た
膵
充
実
性
偽

乳
頭
状
腫
瘍
（
S
Ｐ
Ｎ
）
の
１
切
除
例
」
と
題
し
て
発
表
し

た
。

○
第
26
回
日
本
消
化
器
関
連
学
会
週
間
〔
Ｊ
Ｄ
Ｄ
Ｗ

２
０
１
８
〕（
主
催　

日
本
消
化
器
関
連
学
会
機
構
）
が
11

月
１
～
４
日
、
兵
庫
県
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
、
理
事
長
の
小

野
良
樹
と
消
化
器
診
断
部
長
の
川
崎
成
郎
の
他
、
放
射
線
部

の
職
員
１
人
が
参
加
し
た
。

○
第
60
回
日
本
先
天
代
謝
異
常
学
会
・
第
16
回
ア
ジ
ア
先
天

代
謝
異
常
症
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
11
月
８
～
10
日
、「
先
天
代

謝
異
常
症
を
も
っ
と
語
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
岐
阜
県
岐
阜
市

で
開
催
さ
れ
、母
子
保
健
検
査
部
の
職
員
１
人
が
参
加
し
た
。

○
第
52
回
日
本
側
彎
症
学
会
学
術
集
会
が
11
月
２
～
３
日
、

「
不
易
流
行
―
―
脊
柱
変
形
治
療
の
不
変
の
本
質
を
学
び
時

代
に
即
し
た
診
療
体
系
を
創
造
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
東
京
都

港
区
で
開
催
さ
れ
、
学
校
保
健
部
課
長
の
高
橋
政
道
と
韓
宗

玄
の
他
、
職
員
１
人
が
参
加
し
た
。

○
第
57
回
日
本
臨
床
細
胞
学
会
秋
季
大
会
が
11
月
17
～
18
日
、

「M
odern cytology

」
を
テ
ー
マ
に
神
奈
川
県
横
浜
市
で

開
催
さ
れ
、
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
木
口
一
成
の
他
、
職

員
３
人
が
参
加
し
た
。

学校検診で異常を指摘されたけれど、近くに専門医がいない。
軽微な異常で治療は必要ないけれど、定期的な経過観察は必要。
「小児健康相談室」では、そうした子どもたちを対象として、
専門医による経過観察、生活指導を行っています。

小 児 健 康 相 談 室 の ご 案 内 検診で異常を指摘された子どもを対象に、
専門医によるフォローアップを行っています

東京都新宿区市谷砂土原町1-2
公益財団法人 東京都予防医学協会 学校保健部 03-3269-1131問い合わせ・申し込み

開催日：第1水曜日 14時半～15時半

前田美穂先生による
『貧血電話相談室』

養護教諭・保健師・看護師からの相談を
お受けします（無料）

腎臓病 心臓病 貧血 脊柱側わん症 肥満・コレステロール 思春期やせ症

担当医
村上睦美
日本医科大学
名誉教授

浅井利夫
東京女子医科大学
名誉教授

前田美穂
日本医科大学
名誉教授

南 昌平
聖隷佐倉市民病院名誉院長

礒辺啓二郎
元千葉大学教授

岡田知雄
神奈川工科大学

応用バイオ科学部教授

鈴木眞理
政策研究大学院大学

教授

外来日 第3木曜日 午前 第１木曜日 午後 第１水曜日 午後 第２月曜日 午後
第４水曜日 午後 第３水曜日 午後 第１金曜日 午後

検査や診断には費用がかかります（保険診療）。
本会で学校検診を受けた方は、検査・検診時のデータを用いて診療や相談が可能です。

　

東
海
大
学
健
康
科
学
部
看
護
学
科
で
は
、
公
衆
衛
生
看
護

学
に
関
す
る
統
合
実
習
を
行
っ
て
い
る
。
本
会
は
そ
の
実
習

に
協
力
し
、
10
月
10
日
、
学
生
11
人
を
受
け
入
れ
た
。

　

10
月
22
日
に
、
台
湾
の
中
華
民
國
衛
生
保
健
基
金
會
と
中

華
民
國
寄
蟲
虫
防
治
會
の
合
同
研
修
団
10
人
が
本
会
を
訪
れ

た
。
一
行
は
、
理
事
の
阿
部
勝
已
か
ら
本
会
事
業
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
後
、
検
査
研
究
棟
で
、
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
や
細
胞
診
、
尿
検
査
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

産
業
医
科
大
学
で
は
、
５
年
生
を
対
象
に
産
業
医
学
現
場

実
習
を
行
っ
て
い
る
。
本
会
は
そ
の
実
習
に
協
力
し
、
11
月

12
～
16
日
の
５
日
間
、
医
学
生
２
人
を
受
け
入
れ
た
。

人
・
往
来

東
海
大
学
の
学
生
の
統
合
実
習
に
協
力

産
業
医
科
大
学
の
学
生
の
現
場
実
習
に
協
力

台
湾
の
健
診
機
関
の
研
修
団
が
本
会
を
訪
問
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第 2 5 5 回 学 校 保 健セミナー

子どもの
ネット・ゲーム依存

Information

第 2 8 4 回 ヘ ルスケア研 修 会

がんばらない、あきらめない
内臓脂肪減量法

3月27日（水）14時～16時日時

千代田区・「星陵会館」2階ホール会場

第 2 8 3 回 ヘ ルスケア研 修 会

保健指導の成果が
あがらない人たちとどう向き合うか

1月30日（水）14時～16時日時
千代田区・「星陵会館」2階ホール会場

演題　保健指導の成果があがらない人たちとどう向き合うか
      ――医療における二人称的参画について考えてみよう

講師　岩田　誠 氏　東京女子医科大学名誉教授
●参加費  2,000円
●申込不要　●定員  300人（先着順）

東京都予防医学協会 学校保健部  
03-3269-1131　

問い合わせ

2月22日（金）15時～17時日時

新宿区・「ホテルグランドヒル市ヶ谷」３Ｆ瑠璃会場

演題　子どものネット・ゲーム依存
講師　樋口　進 氏　国立病院機構久里浜医療センター院長

●対象  養護教諭・学校関係者　●参加費  無料
●申込不要　●定員  200人（先着順）

演題　がんばらない、あきらめない内臓脂肪減量法
　　　――はらすまダイエットの今
講師　中川　徹 氏　日立製作所日立健康管理センタ副センタ長

東京都予防医学協会 広報室  
03-3269-1131　内線2241、2242　

問い合わせ

第 2 5 6 回 学 校 保 健セミナー

新しい小児肥満症診断基準と
健診への応用

3月12日（火）15時～17時日時

新宿区・「ホテルグランドヒル市ヶ谷」３Ｆ瑠璃会場

●対象  養護教諭・学校関係者　●参加費  無料　
●申込不要　●定員  200人（先着順）

演題　新しい小児肥満症診断基準と健診への応用
講師　原　光彦 氏　東京家政学院大学教授

●参加費  2,000円
●申込不要　●定員  300人（先着順）

東京都予防医学協会 広報室  
03-3269-1131　内線2241、2242　

問い合わせ

東京都予防医学協会 学校保健部  
03-3269-1131　

問い合わせ
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●『よぼう医学』は本会ホームページ（https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/）からもご覧いただけます。
※本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載をお断りします。

Eメール koho@yobouigaku-tokyo.jp
F A X 03-3269-7562
T E L 03-3269-1131

◉送付先の変更・送付中止について
　送付先の変更・送付中止を希望される場合には、広報室
までお知らせください。

お問い合わせ・
お申し込みは事務局まで

東京都新宿区市谷砂土原町1- 2
公益財団法人東京都予防医学協会 広報室
TEL 03-3269-1131　内線2241、2242

健康管理コンサルタントセンター 事務局

健康管理コンサルタントセンターの幹事であ
る医師が事業所、学校、各種団体の健康
管理をアドバイスいたします（予約制・無料）。

健康管理コンサルタントセンター
コンサルテーションのご案内

健康管理相談を
お引き受けします

　日頃より、公益財団法人東京都予防医学
協会の機関誌「よぼう医学」をご愛読くだ
さりありがとうございます。

◉個人情報の取扱いについて

　本会では、「よぼう医学」を送付させていただいている
皆様について、送付に必要な情報（氏名、住所、所属、役
職など）を送付名簿として保持しております。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきましては、
本会の個人情報保護方針に基づき、厳重な管理の下に運用
しております。送付名簿からの削除や変更を希望される場
合には、お手数ですが、下記広報室までご連絡ください。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年「
よ
ぼ
う
医
学
」を
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
か
ら

冊
子
型
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、新
し
い「
よ
ぼ
う
医
学
」は

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
は

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
で
は
、質
の
高
い
健
診
と
検
査
、

心
を
込
め
た
サ
ー
ビ
ス
で

皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
の

お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
よ
ぼ
う
医
学
」で
は
、

こ
う
し
た
本
会
の
取
り
組
み
と

そ
の
裏
付
け
と
な
る
医
学
情
報
を

今
後
も
随
時
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

弊
誌
が
皆
さ
ま
の
健
康
の
保
持
、増
進
の

お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
益
財
団
法
人 

東
京
都
予
防
医
学
協
会 

役
職
員
一
同
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